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市政ひろば

行財政改革　～ 集中改革プランを改正 ～

　南あわじ市の行財政運営を効率的で効果的に進め

るため、昨年 3月に定めた集中改革プランを、質の

高い行政サービスの提供、市民との協働など、より

具体的な取組項目を設定した計画に改正しました。

　今後も進捗管理を行い、毎年度見直しを行います。

計画の詳細については、市ホームページまたは市長

公室でご覧ください      問市長公室☎ 43-5002

広報 
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南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会
（
金
崎

詳
継
会
長
）、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
ひ
ょ
う
ご
南
あ
わ
じ
市
推
進
委

員
会
（
栗
原
英
俊
委
員
長
）
及
び

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
目
的
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア
南
あ
わ
じ
」
を
三
月
十
一
日
、

市
内
六
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　

体
育
協
会
に
よ
る
沼
島
自
然
散

策
や
太
極
拳
教
室
、
ト
ラ
ン
ポ
ビ

ク
ス
教
室
、
丸
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
に
よ
る

ペ
タ
ン
ク
大
会
に
は
合
計
約
六
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

西
淡
公
民
館
で
は
、「
南
あ
わ

じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
あ

り
、
次
の
方
々
に
各
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◆
特
別
栄
誉
賞　

特
に
優
秀
な
業
績

又
は
成
績
を
収
め
た
者
▽
加
地
亮　

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ

ツ
大
会
日
本
代
表
と
し
て
出
場
、
南

あ
わ
じ
市
を
全
国
に
広
め
た

◆
功
労
賞　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
振
興
に
著
し
く
功
績
を
収
め
た

者
▽
前
川
和
也　

少
林
寺
拳
法
の
普

及
、
振
興

◆
優
秀
指
導
者
賞　

ス
ポ
ー
ツ
競
技

の
指
導
に
精
励
し
、
顕
著
な
業
績
を

収
め
た
者
▽
山
口
勝
宏　

国
体
軟
式

野
球
成
年
男
子
の
監
督
と
し
て
チ
ー

ム
を
優
勝
に
導
く
▽
北
野
上
能
丈　

国
体
ボ
ー
ト
成
年
女
子
の
監
督
と
し

て
出
場
▽
稲
山
桂
子　

マ
マ
さ
ん
バ

レ
ー
チ
ー
ム
南
淡
の
監
督
と
し
て

チ
ー
ム
を
全
国
優
勝
に
導
く

◆
優
秀
選
手
賞　

ス
ポ
ー
ツ
競
技
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

及
び
団
体
▽
納
富
俊
行　

国
体
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
成
年
男
子
53
㎏

級
優
勝
▽
仲
尾
和
也　

国
体
同
少

年
男
子
１
０
５
㎏
級
準
優
勝
▽
服
部

愛
美　

国
体
陸
上
競
技
少
年
女
子
A

１
０
０
ｍ
５
位
・
同
成
年
少
年
女
子

共
通
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝
▽

岡
本
大
輝　

国
体
サ
ッ
カ
ー
少
年
男

子
３
位
▽
三
原
克
幸　

国
体
軟
式
野

球
成
年
男
子
一
般
A
優
勝
▽
蔭
山
将

和　

同
▽
小
山
雅
人　

同
▽
森
本
明

男　

同
▽
山
本
憲
一
郎　

同
▽
赤
木

和
彦　

同
成
年
優
勝
▽
山
口
団
之　

国
体
ラ
グ
ビ
ー
成
年
男
子
優
勝
▽
武

田
裕
香　

国
体
ボ
ー
ト
少
年
女
子
舵

手
つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
第
５
位
▽
齋

藤
愛
佳　

同
▽
阿
部
領
太　

国
体

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
男
子
準
優
勝
▽

山
口
し
お
り　

同
少
年
女
子
第
４
位

▽
奥
田
実
鈴　

国
体
水
泳
成
年
女
子

平
泳
ぎ
１
０
０
ｍ
出
場
・
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
４
位
▽
古
池
百
々

代　

国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子

９
人
制
準
優
勝
▽
温
泉
こ
こ
ろ　

国

体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
９
人
制

７
位
▽
江
本
典
隆　

国
体
相
撲
成
年

男
子
Ｂ
出
場
▽
池
尻
実　

中
学
総
体

相
撲
競
技
ベ
ス
ト
16
▽
酒
林
弘
樹　

近
畿
中
学
総
体
陸
上
競
技
２
年
男
子

１
０
０
ｍ
２
位
▽
立
木
光　

全
国
高

校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
男
子
走

高
跳
決
勝
進
出
・
男
子
三
段
跳
決
勝

８
位
▽
廻
角
隆
平　

高
校
総
体
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
南
あ
わ
じ

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
七
百
人
が
参
加

▲湊幼稚園児による「フリフリグッパー体操」
　（スポーツ賞表彰式のアトラクション）

競
技
団
体
の
部
出
場
▽
片
山
雄
一
朗

　

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
大
会
66

㎏
級
出
場
▽
浦
瀬
泰
司　

全
国
警
察

柔
道
大
会
団
体
戦
３
位
▽
木
本
絢
文

　

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
カ
デ
ッ

ト
の
部
出
場
▽
中
田
久
美
子　

ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ぴ
あ

カ
ッ
プ
準
優
勝
▽
南
淡
：
赤
木
冨
美

子
、
豊
田
た
か
子
、
神
田
顕
子
、
森

千
尋
、
近
藤
紀
子
、
阿
部
ま
ゆ
み
、

清
水
裕
美
、
桑
嶋
久
視
子
、
森
廣
子
、

出
田
洋
子
、
坂
本
里
美
、
酒
部
真
由

美　

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
優
勝
▽
原
口
望
・
杉
本
弥
奈
ペ

ア　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
準
優
勝
▽
中

野
沙
也
香
・
原
田
明
美
ペ
ア　

同
５

位
▽
宮
本
温
子
・
古
川
育
美
ペ
ア　

同
５
位
▽
喜
田
梓
・
南
尚
吾
ペ
ア　

全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男

子
大
会
準
優
勝
▽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
え
び
す
サ
ン
セ
ッ
ク
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ａ
：
島
田
孝
、
社
家
薫
、
榎
本
行
市

　

日
本
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
ト
リ

プ
ル
ス
準
優
勝
▽
潮
美
台
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
21
ペ
タ
ン
ク
ク
ラ
ブ
：
村
上

洋
一
、
村
上
順
子
、
高
川
欣
士
、
小

林
久
美
子
、
干
潟
剛　

西
日
本
協
会

対
抗
ペ
タ
ン
ク
大
会
優
勝
▽
三
原
中

学
校
：
南
聖
也
、
高
田
司
、
中
川
聖

士
、
齋
藤
佑
弥
、
高
田
巧　

近
畿
中

学
総
体
相
撲
競
技
団
体
戦
８
位

◆
奨
励
賞　

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
振
興
に
功
績
を
収
め
た
者
。
ス

ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
者
及
び
団
体
▽
不
動
敏　

卓
球
競
技
の
普
及
、
振
興
に
貢
献
▽

山
本
嘉
久　

同
▽
岡
本
利
男　

国
生

み
兵
庫
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
▽
山
口
幸
雄　

兵
庫
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ア
ふ
れ
あ
い
ペ
タ
ン
ク
大
会

優
勝
▽
山
本
哲
也　

わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
出
場
▽
田
原
衿
奈　

全
国

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
大
会
２
０
０
ｍ
個
人
メ

ド
レ
ー
・
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
出
場
▽

山
口
英
輝　

同
50
ｍ
自
由
形
・
50
ｍ

背
泳
ぎ
出
場
▽
近
野
紗
希　

同
夏
季

大
会
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
出
場

▽
近
野
愛
実　

同
▽
窪
田
真
也　

同

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
出
場
▽
南

あ
わ
じ
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
南

淡
支
部　

兵
庫
県
身
体
障
害
者
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会
優
勝

▲功労賞を受ける前川和也さん（左）

経営感覚にあふれた市民満足度の
高い行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）市民の視点に立った行政サービスの向上
総合窓口センター時間延長（木曜・

午後７時）
試行

見直し

改善
⇒ ⇒ ⇒

各種行政サービスの電子化（申請・

届出手続）
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

窓口サービスアンケート・意見箱に

よる満足度の把握
実施 ⇒ ⇒ ⇒

２）事務事業の改善・改革
行政評価システムによる評価と公表 実施 ⇒ ⇒ ⇒
行政評価に基づく事務事業の整理・

統合・廃止
検討 実施 ⇒ ⇒

３）民間活力等の導入
施設の民営化の推進 検討 ⇒ ⇒ ⇒
指定管理者制度を新たに導入する施

設
検討

検討

実施
⇒ ⇒ ⇒

一般廃棄物収集運搬業務の全部委託 検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

地方分権時代にふさわしい自立で
きる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）財政の健全化
新規事業及び投資的経費の「事前評

価」の実施

一部

実施
実施 ⇒ ⇒

実質公債費比率の適正管理

（地方債の発行額の抑制）

21年度目標率20.4%
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

（税等の収納対策強化） 

財産調査並びに差押の実施、口座振

替制度の推奨

実施 ⇒ ⇒ ⇒

（税等の収納対策強化） 

インターネット公売の実施
検討 実施

固定資産税にかかる路線価方式導入 実施
使用料・手数料等の実態調査と見直し 検討 ⇒ ⇒ ⇒

下水道の加入促進
21年度目標下水道接続率

36.1%
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ホームページのバナー広告掲載、看

板広告の設置
検討 試行

見直し

改善
⇒

負担金・補助金・交付金の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒
施設維持管理費の更なる節減（電気、

清掃等）
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

物品（消耗品）購入の一元化 検討 実施 ⇒ ⇒

公用車管理の一元化（集中管理）
平成21年度までの公用車

削減目標台数　23台
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

２）定員管理と給与、手当等の適正化

定員適正化計画に基づく定員管理
平成21年度までの職員削

減目標人員数　41名
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

嘱託、臨時職員等の人数、賃金、報

酬等の見直し
検討 ⇒ ⇒ ⇒

人事行政の運営等の状況の公表 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

地方分権時代にふさわしい自立で
きる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

３）組織・機構の見直し

指揮命令系統の明確な組織編成
検討

実施
検討 ⇒ ⇒ ⇒

４）人材育成と職員の意識改革
人事評価システムの導入 検討 試行 実施 ⇒
人材育成基本方針に基づく研修の実

施
検討 実施 ⇒ ⇒

職員提案制度（仮称）の整備と効果

的な運用
検討 実施

５）公共施設・公有財産の管理運営の見直し・統廃合と有効活用
庁舎等公共施設のあり方の見直し 実施 ⇒ ⇒ ⇒
神戸寮の廃止 検討 ⇒ ⇒ 実施
リサイクルセンターの統廃合 検討 ⇒ ⇒ ⇒ 実施

６）公営企業及び第三セクターの経営監視
第三セクターの経営状況の公表 公表 ⇒ ⇒
第三セクターのあり方の総合的な見

直し
検討 ⇒ ⇒ ⇒

７）公共工事の適正化とコスト縮減
普通建設事業の抑制 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
入札方法・入札システムの改善・導

入
検討 ⇒ 実施 ⇒

工事成績の評定基準の策定及び評定 検討 ⇒ 実施

市民との信頼関係に基づく協働に
よる行政経営の推進

目標年次（年度）

17 18 19 20 21

１）幅広い市民の行政への参画
100人委員会や市民・行政懇談会な

どによる市民参画の推進
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

各種委員等の男女共同参画の推進 実施 ⇒ ⇒ ⇒
２）受益と負担の公平性・行政の公正さの確保
外部監査制度の導入 検討

３）説明責任と透明性の確保
積極的な情報発信 実施 ⇒ ⇒ ⇒
行財政改革の内容の公開 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

４）市民力の強化と防災など危機管理体制の整備
自主防災組織の充実 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
（危機管理体制の整備強化） 

防災訓練の実施、備蓄食糧・資機材

の整備

実施 ⇒ ⇒ ⇒

消防団組織の再編 検討 ⇒ 実施 ⇒




